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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第３四半期連結
累計期間

第34期
第３四半期連結
累計期間

第33期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 3,791,784 1,770,872 4,517,542

経常損益（△は損失） （千円） 700,530 △591,732 470,554

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純損益（△は損失）

（千円） 532,943 △597,956 364,594

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 533,399 △595,128 365,370

純資産額 （千円） 881,003 117,792 712,920

総資産額 （千円） 2,713,544 2,011,792 2,294,312

１株当たり四半期（当期）純損益（△
は損失）

（円） 56.36 △63.24 38.56

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 32.5 5.9 31.1

 

回次
第33期

第３四半期連結
会計期間

第34期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純損益（△は損失） （円） 73.65 △30.80
 
（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。
２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】
　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載
した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)　経営成績の状況
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、個人消費や企
業の経済活動が制約を受け、極めて厳しい状況にあります。
このような状況の中、当社グループは、既存顧客向けのシステム開発及び電子決済ソリューション「Incredist」
シリーズの開発及び販売に注力いたしました。
コンサルティング＆ソリューション事業の大型の基幹システム開発案件において、新型コロナウイルスによる在
宅勤務等の影響で一部機能の開発スケジュールが遅延しており、損失見込額として、受注損失引当金繰入額215百万
円を売上原価に計上いたしました。本プロジェクトは収束しつつあり、稼働開始後の保守などを含め、プロジェク
ト全体として利益を出せるよう推進してまいります。
なお、これ以上のスケジュール遅延を発生させないため、新型コロナウイルス感染予防対策として、本社はオ
フィスを増床してソーシャルディスタンスを確保し、仙台事業所においては座席間パーテーション設置等を行い、
プロジェクトメンバーの出勤率を上げ、開発効率を改善しております。
一方、コンサルティング＆ソリューション事業のクラウドインテグレーション部は、在宅勤務体制でGoogle社の
クラウドソリューション「Google Workspace（旧G Suite）」をベースにしたシステム構築を行っておりますが、こ
れまで通りの開発効率を維持して業務を推進しております。また、新型コロナウイルス感染予防対策のためのテレ
ワークの普及に伴い、社内に配備していたサーバ群をクラウドソリューションに移行する企業が増えており、通期
に向けて受注は活況な状況であります。
当社グループでは、様々な開発案件に対応するため、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、withコロナ時
代における働き方について、柔軟に対応してまいります。
以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,770百万円（前期比53.3％減）、営業損失は577百万
円（前年同期は営業利益755百万円）、経常損失は591百万円（前年同期は経常利益700百万円）、親会社株主に帰属
する四半期純損失は597百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益532百万円）となりました。
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（単位：百万円）

 
当第３四半期
連結累計期間

前第３四半期
連結累計期間

前年同期比

増減額 増減率

  Ｃ＆Ｓ事業（*） 435 610 △175 △28.7%

  サービス事業 1,189 3,068 △1,879 △61.2%

  ＥＣソリューション事業 146 112 34 30.4%

  調整額 － － － －

 売上高 1,770 3,791 △2,020 △53.3%

  Ｃ＆Ｓ事業（*） △191 △219 27 －

  サービス事業 △186 1,177 △1,363 －

  ＥＣソリューション事業 6 1 5 291.3%

  調整額 △206 △203 △2 －

 営業損益 △577 755 △1,333 －

 経常損益 △591 700 △1,292 －

 親会社株主に帰属する四半期純損益 △597 532 △1,130 －
（*）Ｃ＆Ｓ事業：コンサルティング＆ソリューション事業

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　コンサルティング＆ソリューション事業
コンサルティング＆ソリューション事業においては、事業会社の基幹システム開発及び既存顧客向けのシステ
ム開発・保守等を行いました。
また、上記に記載したとおり、大型の基幹システム開発案件において、受注損失引当金繰入額215百万円を売上
原価に計上いたしました。
以上の結果、売上高は435百万円（前年同期比28.7％減）、営業損失は191百万円（前年同期は営業損失219百万
円）となりました。

②　サービス事業
サービス事業においては、電子決済ソリューション「Incredist」シリーズの開発及び販売、並びに無人精算機
向けの決済ソリューションやマイナンバーカード関連の新サービスの開発に注力いたしました。
前期に「Incredist Trinity Mini」の大型案件の納品があった反動により、減収減益となりましたが、当第４
四半期には大口顧客向け「Incredist Premium Ⅱ」の納品を控えており、通期は予算並みの着地を予定しており
ます。
以上の結果、売上高は1,189百万円（前年同期比61.2％減）、営業損失は186百万円（前年同期は営業利益1,177
百万円）となりました。

③　ＥＣソリューション事業
ＥＣソリューション事業においては、B2B向けECサイト構築パッケージ「EC-Rider B2B」の開発及び販売に注力
いたしました。
来年度まで続く大型案件を受注しており、成長軌道に乗り始めています。
以上の結果、売上高は146百万円（前年同期比30.4％増）、営業利益は６百万円（前年同期比291.3％増）とな
りました。

(2)　財政状態の状況
当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ282百万円減少し、2,011百万円となりまし
た。主な増減要因は、現金及び預金の減少（1,032百万円減）、前渡金の増加（182百万円増）、商品の増加（133百
万円増）及び仕掛品の増加（338百万円増）であります。
負債は、前連結会計年度末と比べ312百万円増加し、1,894百万円となりました。主な増減要因は、前受金の増加
（287百万円増）であります。
純資産は、前連結会計年度末と比べ595百万円減少し、117百万円となりました。主な増減要因は、親会社株主に
帰属する四半期純損失の計上(597百万円)であります。

(3)　会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定
前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分
析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(4)　経営方針・経営戦略等
当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ
りません。

(5)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題
当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要
な変更はありません。

(6)　研究開発活動
当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、研究開発費26百万円、その他開発費用16百万円とな
り、総額42百万円となっております。
なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(7)　従業員数
当第３四半期連結累計期間において、従業員数の状況に著しい変動はありません。

３【経営上の重要な契約等】
当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
(2020年12月31日)

提出日現在発行数（株）
（2021年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,456,500 9,456,500
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
100株

計 9,456,500 9,456,500 ― ―

 
（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～
2020年12月31日

－ 9,456,500 － 1,205,123 － 1,195,798

 
（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記
載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま
す。

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,000 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,448,500 94,485 －

単元未満株式 普通株式 7,000 － －

発行済株式総数  9,456,500 － －

総株主の議決権  － 94,485 －

（注）「単元未満株式」欄には、自己株式４株が含まれております。

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社フライトホール
ディングス

東京都渋谷区恵比寿
４－６－１

1,000 － 1,000 0.01

計 － 1,000 － 1,000 0.01

（注）「自己名義所有株式数」及び「所有株式数合計」の欄に含まれない単元未満株式が４株あります。なお、当該株式
は上表①の「単元未満株式」の欄に含まれております。

２【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣
府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020
年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務
諸表について太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,575,694 543,019

売掛金 227,110 158,314

商品 105,894 239,828

原材料 12,504 53,871

仕掛品 36,573 374,845

前渡金 180,229 362,261

その他 25,159 137,934

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 2,162,166 1,869,074

固定資産   

有形固定資産 54,717 49,578

無形固定資産 7,687 13,188

投資その他の資産 69,740 79,950

固定資産合計 132,146 142,717

資産合計 2,294,312 2,011,792

負債の部   

流動負債   

買掛金 274,365 155,204

短期借入金 11,664 22,796

1年内償還予定の社債 96,000 124,000

前受金 384,594 672,308

未払消費税等 121,714 -

未払法人税等 104,573 -

受注損失引当金 76,700 287,500

その他 79,779 57,658

流動負債合計 1,149,391 1,319,468

固定負債   

長期借入金 208,621 222,353

社債 204,000 328,000

資産除去債務 17,078 20,678

その他 2,300 3,500

固定負債合計 431,999 574,531

負債合計 1,581,391 1,894,000

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,205,123 1,205,123

資本剰余金 1,195,798 1,195,798

利益剰余金 △1,688,217 △2,286,173

自己株式 △1,452 △1,452

株主資本合計 711,252 113,296

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 1,668 4,495

その他の包括利益累計額合計 1,668 4,495

純資産合計 712,920 117,792

負債純資産合計 2,294,312 2,011,792
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 3,791,784 1,770,872

売上原価 2,485,145 1,855,212

売上総利益又は売上総損失（△） 1,306,638 △84,340

販売費及び一般管理費 550,751 493,241

営業利益又は営業損失（△） 755,887 △577,581

営業外収益   

受取利息 54 6

助成金収入 2,713 4,365

その他 133 2,104

営業外収益合計 2,901 6,476

営業外費用   

支払利息 48,519 1,609

支払手数料 8,779 14,210

その他 959 4,806

営業外費用合計 58,258 20,627

経常利益又は経常損失（△） 700,530 △591,732

特別損失   

固定資産除却損 - 1,229

事務所移転費用 - 1,153

特別損失合計 - 2,383

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
700,530 △594,115

法人税、住民税及び事業税 166,887 2,640

法人税等調整額 700 1,200

法人税等合計 167,587 3,840

四半期純利益又は四半期純損失（△） 532,943 △597,956

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
532,943 △597,956
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 532,943 △597,956

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 456 2,827

その他の包括利益合計 456 2,827

四半期包括利益 533,399 △595,128

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 533,399 △595,128
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【注記事項】

（追加情報）

前事業年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及び会計上
の見積りについて、重要な変更はありません。

（四半期連結貸借対照表関係）
１　コミットメントライン契約
当社は、運転資金の効率的な調達を行うために、株式会社りそな銀行との間で、コミットメントライン契約を締
結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2020年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2020年12月31日）

コミットメントラインの総額 －千円 200,000千円
借入実行残高 － －
差引額 － 200,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半
期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、重要性が乏しいので記
載しておりません。

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．配当に関する事項
　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動
該当事項はありません。
 

当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．配当に関する事項
　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動
該当事項はありません。

（セグメント情報等）
【セグメント情報】
Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）
 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

コンサルティング
＆ソリューション事業

サービス事業
ECソリューション

事業

売上高       
外部顧客への売上高 610,917 3,068,823 112,044 3,791,784 － 3,791,784
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 610,917 3,068,823 112,044 3,791,784 － 3,791,784
セグメント利益又は
セグメント損失
（△）

△219,331 1,177,367 1,788 959,823 △203,936 755,887

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社
費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）
 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

コンサルティング
＆ソリューション事業

サービス事業
ECソリューション

事業

売上高       
外部顧客への売上高 435,552 1,189,197 146,122 1,770,872 - 1,770,872
セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 435,552 1,189,197 146,122 1,770,872  1,770,872
セグメント利益又は
セグメント損失
（△）

△191,958 △186,303 6,998 △371,262 △206,318 △577,581

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社
費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）
　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
（△）

56円36銭 △63円24銭

（算定上の基礎）   
親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）（千円）

532,943 △597,956

普通株主に帰属しない金額（千円） － －
普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
（千円）

532,943 △597,956

普通株式の期中平均株式数（株） 9,455,588 9,455,496
注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2021年２月10日

株式会社フライトホールディングス

取締役会　御中
 

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石上　卓哉　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石川　資樹　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フラ
イトホールディングスの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10
月１日から2020年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半
期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フライトホールディングス及び連結子会社の2020年12月
31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ
る事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立
しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠
を入手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて
継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半
期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ
ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら
れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー
報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財
務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが
求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作
成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連
結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな
いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

 

 

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監
査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独
で監査人の結論に対して責任を負う。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要
な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー
ドを講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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